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一液マイルドシーラーES（クリヤー/ホワイト）

エスケーハイブリッドシーラーEPO

巣穴・ピンホールなどは、必ずカケンセメントフィラーなどできれいに埋めてください。下塗材としてミラク
シーラ－EPOまたはマイルドシーラーEPO、またはエスケーハイブリッドシーラーEPOを塗付してください。
また、型枠離型剤が表面に付着していると密着不良を起こしますので、必ずエナメル用シンナーなどの溶剤で
きれいに拭き取ってください。なお、軽量PCへの施工は避けてください。

下塗材としてミラクシーラーＥＰＯまたはマイルドシーラーEPO、またはエスケーハイブリッドシーラーEPO
を塗付してください。特に緻密な下地に対しては、あらかじめ研磨紙による表面目荒しを行ってください。

下塗材としてＥＸシーラーまたはミラクシーラーＥＳ、または一液マイルドシーラーESを塗付してください。
また、ボードによっては塗装板、シーラー板などがあり、種類によって仕様が異なることがありますので、あら
かじめ確認しておいてください。



水性ミラクシーラーエコ
（クリヤー/ホワイト）

（23℃）

既調合

改装時の下塗材の工程内間隔時間は2以上となります。

水性ミラクシーラーエコを

水性ミラクシーラーエコ（クリヤー/ホワイト）

下塗材には



（23℃）

（23℃）



（23℃）

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

最終養生時間（吹放し）は24時間以上（23℃）としてください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。

23℃



（23℃）

主材塗付後10分以内（23℃）に、塗料用シンナーＡを付けたプラスチックローラーを用い、凸部を押さえてくださ
い。なお、灯油など、他の材料は絶対に使用しないでください。

最終養生時間（吹放し）は24時間以上（23℃）としてください。

最終養生時間は、24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

最終養生時間は、24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

主材塗付後5分以内（23℃）に、左官ごてを用いて、半円を描くように軽くこてすじを付けながら、パターン付けを行
い、事前にパターン確認を行ってください。こてすじはランダムにクロスするように付けてください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。

A色

B色



（23℃）

主材塗付後5分以内（23℃）に、木ごてを用いて、こて跡が残るように凹凸模様を付け、事前にパターン確認を行って
ください。その際、こてはランダム方向に移動させてください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

主材塗付後5分以内（23℃）に、左官ごてにて塗面を削るようにこて跡を付けながらパターン付けを行い、事前にパ
ターンの確認を行ってください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

主材塗付後5分以内（23℃）に、左官ごてを用いて、均一に押し付けるように、パターン付けを行い、事前にパターン
確認を行ってください。パターン付けは重なるように付け、ランダムに行ってください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

主材塗付後5分以内（23℃）に、左官ごてに清水をひたし、凸部を押さえてください。その後塗面を一定方向になら
すように、均一にしごき、事前にパターン確認を行ってください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

主材塗付後5分以内（23℃）に、左官ごてを用いて、ランダムなこてすじ模様を付けるように、パターン付けを行い、
事前にパターン確認を行ってください。こてすじ模様はラフな線模様としてください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

主材塗付後5分以内（23℃）に、ＳＫくしごてを用いて、塗面を一定方向に軽くならすようにしてパターン付けを行い、
事前にパターンの確認を行ってください。また、形成するパターン（ライン）を決まった間隔に揃えるとパターンむら
が発生しやすくなりますので、ランダムな間隔で施工してください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

主材塗付後5分以内（23℃）に、ＳＫくしべらを用いて、塗面を一定方向に軽くならすようにしてパターン付けを行
い、事前にパターンの確認を行ってください。その際、ＳＫくしべらは、あまり強く押さえ付けないようにしてくださ
い。また、形成するパターン（ライン）を決まった間隔に揃えるとパターンむらが発生しやすくなりますので、ランダ
ムな間隔で施工してください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

主材塗付後5分以内（23℃）に、あらかじめ主材を十分含ませたフロートローラーを用いて、基準線に沿って一定方向
にローラーを移動させながらパターン付けを行い、事前にパターンの確認を行ってください。



パターン付け、または凸部処理後10分以内（23℃）に、装飾養生のテープを除去してください。すぐに除去することが
困難な場合、最終養生後、カッターナイフなどで切り目を入れてからテープを除去してください。

パターン付け後、直ちに、（主材塗付後10分以内（23℃））塗料用シンナーＡを付けたプラスチックローラーを用い
て、凸部を押さえてください。灯油など、他の材料の使用は絶対に避けてください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

主材塗付後5分以内（23℃）に、あらかじめ主材を十分含ませたリバーローラーを用いて、基準線に沿って一定方向に
ローラーを移動させながらパターン付けを行い、事前にパターンの確認を行ってください。



パターン付け、または凸部処理後10分以内（23℃）に、装飾養生のテープを除去してください。すぐに除去することが
困難な場合、最終養生後、カッターナイフなどで切り目を入れてからテープを除去してください。

パターン付け後、直ちに、（主材塗付後10分以内（23℃））塗料用シンナーＡを付けたプラスチックローラーを用い
て、凸部を押さえてください。灯油など、他の材料の使用は絶対に避けてください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

主材塗付後5分以内（23℃）に、あらかじめ主材を十分含ませたフラワーローラーを用いて、「ハ」の字を描くように、
ランダム方向にローラーを操作しながらパターン付けを行い、事前にパターン確認を行ってください。



パターン付け、または凸部処理後10分以内（23℃）に、装飾養生のテープを除去してください。すぐに除去することが
困難な場合、最終養生後、カッターナイフなどで切り目を入れてからテープを除去してください。

パターン付け後、直ちに、（主材塗付後10分以内（23℃））塗料用シンナーＡを付けたプラスチックローラーを用い
て、凸部を押さえてください。灯油など、他の材料の使用は絶対に避けてください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

主材塗付後5分以内（23℃）に、あらかじめ主材を十分含ませたウールローラーを用いて、 定方向にローラーを移動
させながらパターン付けを行い、事前にパターン確認を行ってください。



パターン付け、または凸部処理後10分以内（23℃）に、装飾養生のテープを除去してください。すぐに除去することが
困難な場合、最終養生後、カッターナイフなどで切り目を入れてからテープを除去してください。

パターン付け後、直ちに、（主材塗付後10分以内（23℃））塗料用シンナーＡを付けたプラスチックローラーを用い
て、凸部を押さえてください。灯油など、他の材料の使用は絶対に避けてください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

主材塗付後5分以内（23℃）に、あらかじめ主材を十分含ませたウールローラーを用いて、「ハ」の字を描くように、ラ
ンダムにローラーを操作しながらパターン付けを行い、事前にパターン確認を行ってください。



パターン付け、または凸部処理後10分以内（23℃）に、装飾養生のテープを除去してください。すぐに除去することが
困難な場合、最終養生後、カッターナイフなどで切り目を入れてからテープを除去してください。

パターン付け後、直ちに、（主材塗付後10分以内（23℃））塗料用シンナーＡを付けたプラスチックローラーを用い
て、凸部を押さえてください。灯油など、他の材料の使用は絶対に避けてください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

主材塗付後、直ちに、（5分以内（23℃））に、あらかじめ主材を十分含ませたウッディーローラーを用いて、一定方向
にローラーを移動させながらパターン付けを行い、事前にパターン確認を行ってください。



パターン付け、または凸部処理後10分以内（23℃）に、装飾養生のテープを除去してください。すぐに除去することが
困難な場合、最終養生後、カッターナイフなどで切り目を入れてからテープを除去してください。

パターン付け後、直ちに、（主材塗付後10分以内（23℃））塗料用シンナーＡを付けたプラスチックローラーを用い
て、凸部を押さえてください。灯油など、他の材料の使用は絶対に避けてください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

主材塗付後5分以内（23℃）に、キャニオンローラーに清水を付けて、一定方向に押さえるようにローラーを移動させ
ながらパターン付けを行い、事前にパターンの確認を行ってください。その際、形成するパターン（ライン）を決まった
間隔に揃えるとパターンむらが発生しやすくなりますので、ランダムな間隔で施工してください。また、キャニオンロー
ラーに塗料用シンナーＡを付けて押さえないでください。

パターン付け後10分以内（23℃）に、装飾養生のテープを除去してください。すぐに除去することが困難な場合、最
終養生後、カッターナイフなどで切り目を入れてからテープを除去してください。
最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

パターン付け後10分以内（23℃）に、装飾養生のテープを除去してください。すぐに除去することが困難な場合、最
終養生後、カッターナイフなどで切り目を入れてからテープを除去してください。
最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。

23



（23℃）

主材塗付後5分以内（23℃）に、清水を含ませたＳＫデザイン刷毛を用いて、一定方向に表面を掃くようにしてパター
ン付けを行い（力を加え、パターン模様をはっきり出す）、事前にパターンの確認を行ってください。その際、ＳＫデザ
イン刷毛は、あまり強く押さえ付けないようにしてください。また、形成するパターン（ライン）を決まった間隔に揃え
るとパターンむらが発生しやすくなりますので、ランダムな間隔で施工してください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

主材塗付後5分以内（23℃）に、清水を含ませたＳＫデザイン刷毛を用いて、ランダム方向に表面を掃くようにしてパ
ターン付けを行い、事前にパターンの確認を行ってください。その際、ＳＫデザイン刷毛は、あまり強く押さえ付けな
いようにしてください。また、形成するパターン（ライン）を決まった間隔に揃えるとパターンむらが発生しやすくなり
ますので、ランダムな間隔で施工してください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

主材塗付後5分以内（23℃）に、清水を含ませたＳＫデザイン刷毛を用いて、一定方向に表面を掃くようにしてパター
ン付けを行い（なでるようにパターン付けを行う。ヘアーライン仕上げより浅い模様）、事前にパターンの確認を行って
ください。その際、ＳＫデザイン刷毛は、あまり強く押さえ付けないようにしてください。また、形成するパターン（ライ
ン）を決まった間隔に揃えるとパターンむらが発生しやすくなりますので、ランダムな間隔で施工してください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

主材塗付後5分以内（23℃）に、SK仕上げごてに清水を付け、全体を均一かつ平滑になるようにしごいてください。
（余分な塗料は除去してください。）その後、SK仕上げごてを一定の方向（右から左、または左から右）にずらしな
がらパターン付けを行い、事前にパターンの確認を行ってください。パターン付けは一度に行わず、何度もしごきなが
ら行ってください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。

パターン付け後5分以内（23℃）に、左官ごてにて塗面を軽く押さえてパターンを整えてください。



（23℃）

主材塗付後5分以内（23℃）に、SK仕上げごてに清水を付け、全体を均一かつ平滑になるようにしごいてください。
（余分な塗料は除去してください）。その後、SK仕上げごてを一定の方向（右から左、または左から右）にずらしな
がらパターン付けを行い、事前にパターンの確認を行ってください。パターン付けは一度に行わず、何度もしごきなが
ら行ってください。

パターン付け後、5分以内（23℃）に、左官ごてにて塗面を軽く押さえてパターンを整えてください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

主材塗付後5分以内（23℃）に、SK波型へらL180mmにて塗面を一定方向にならすように、ストライプ模様を形成し
てください。継ぎ目はランダムに発生するようにしてください。なお、事前にパターンの確認を行ってください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

主材塗付後5分以内（23℃）にSK波型へらS180mmにて塗面を一定方向にならすように、ストライプ模様を形成して
ください。継ぎ目は ランダムに発生するようにしてください。なお、事前にパターンの確認を行ってください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

主材塗付後5分以内（23℃）に木ごてにて円を描くように平滑にならしながらパターン付けを行い、事前にパターン
の確認を行ってください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。

パターン付け後5分以内（23℃）に、左官ごてにて塗面を軽く押さえてパターンを整えてください。



（23℃）

主材塗付後5分以内（23℃）に木ごてにて円を描くように平滑にならしながらパターン付けを行い、事前にパターン
の確認を行ってください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

主材塗付後5分以内（23℃）に、左官ごてにて、半円を描くように軽くこてすじを付けながら、パターン付けを行い、
事前にパターン確認を行ってください。こてすじはランダムにクロスするように付けてください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

主材塗付後5分以内（23℃）に清水を付けた木ごてにて全体を均一かつ平滑になるようにならしてください。その
後、円を描きながらしごくようにパターン付けを行い、事前にパターンの確認を行ってください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

主材塗付後5分以内（23℃）に、SK仕上げごてに清水を付け、塗面を平滑にしごいて面を整え、弧を描くようにSK仕
上げごてをずらしながら、パターン付けを行い、事前にパターンの確認を行ってください。

パターン付け後5分以内（23℃）に、左官ごてにて塗面を軽く押さえてパターンを整えてください。
最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

主材塗付後5分以内（23℃）に、SK波型へらL180mmにて塗面を一定方向にならすようにパターン付けを行い、事前
にパターンの確認を行ってください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

主材塗付後5分以内（23℃）に、SK波型へらL180mmにて塗面を一定方向にならすようにパターン付けを行い、事前
にパターンの確認を行ってください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

主材塗付後５分以内（23℃）に左官ごてにて円を描くように塗面を平滑にならしながら、パターン付けを行い、事前
にパターンの確認を行ってください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

主材塗付後5分以内（23℃）に木ごてにて円を描く様にしごいてパターン付けしてください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。
パターン付け後5分以内（23℃）に、左官ごてにて凸部を軽く押さえてください。



（23℃）

主材塗付後5分以内（23℃）に、SK波型へらL180mmにて塗面を一定方向にならすようにパターン付けを行い、事前
にパターンの確認を行ってください。

パターン付け後5分以内（23℃）に、左官ごてにて凸部を軽く押さえてください。
最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

主材塗付後5分以内（23℃）に左官ごてにてランダムにこて跡を付けるようにパターン付けを行い、事前に
パターンの確認を行ってください。

パターン付け後5分以内（23℃）に、左官ごてにて凸部を軽く押さえてください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

主材塗付後５分以内（23℃）に、左官ごての先を立てて、塗面を引き摺るようにパターン付けを行い、事前にパターン
の確認を行ってください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

主材塗付後５分以内（23℃）に、左官ごてにて塗面をならすようにパターン付けを行い、事前にパターンの確認を行
ってください。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

主材塗付後5分以内（23℃）に、左官ごてにて弧を描くようにパターン付けを行い、事前にパターンの確認を行ってく
ださい。

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。



（23℃）

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。

A色

B色



（23℃）

塗付後16時間以上（23℃）乾燥養生してください。



主材塗付後５分以内（23℃）に、木ごてを使用し、円を描くように塗面を平滑にならしてください。

目地棒貼り付け後16時間以内（23℃）に主材塗りを行ってください。

（23℃）

除去後16時間以上（23℃）乾燥養生してください。

主材塗付後20分以内（23℃）に、目地棒芯材を素早く取り除いてください。

除去後24時間以上（23℃）乾燥養生してください。



（23℃）



パターン付け後5分以内（23℃）に、左官ごてにて塗面を軽く押さえてパターンを整えてください。

袋
袋

最終養生時間は24時間以上（23℃）としてください。

ベルアートシリーズA色塗付後5分以内（23℃）に、左官ごてにて部分的に追い塗り
してください。所要量は0.2～0.4kg/m2としてください。

ベルアートシリーズB色塗付後5分以内（23℃）に、木ごてを使用し、円を描くように塗面を平滑にならしながら、パ
ターン付けを行い、事前にパターンの確認を行ってください。



（23℃）
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主材塗付後５分以内（23℃）に、清水で湿らせたSKデザイン刷毛にて塗面のパターン方向に沿って軽く線模様を付
けてください。

表面処理後20分以内（23℃）に目地棒上層部にある青色離型紙を素早く取り除いてください。

目地棒貼り付け後16時間以内（23℃）に主材塗りを行ってください。

除去後24時間以上（23℃）乾燥養生してから目地棒芯材を除去してください。



（23℃）

塗付後16時間以上（23℃）乾燥養生してください。



主材塗付後5分以内（23℃）に、清水で湿らせたSKデザイン刷毛にて塗面のパターン方向に沿って軽く線模様を付
けてください。

目地棒貼り付け後16時間以内（23℃）に主材塗りを行ってください。

表面処理後20分以内（23℃）に目地棒上層部にある青色離型紙を素早く取り除いてください。

除去後24時間以上（23℃）乾燥養生してください。





水性ミラクシーラーエコ
（クリヤー/ホワイト）

（23℃）

既調合



所要量は被塗物の形状、素地の状態、塗装方法、気象条件、希釈率等の各種条件により増減します。

強風時または降雨、降雪のおそれがある場合、及び気温5℃以下・湿度85％以上の時は、原則的に施工を避けてください。気温5℃以下
で施工が要求される場合は、採暖及び採暖のための養生により、雰囲気温度・被塗面温度を5℃以上にしてください。冬期においては、施
工条件が特に厳しくなる場合があるため、事前に関係者と十分な打ち合わせを行ってください。

水性ミラクシーラーエコは他の水性塗料が混ざるとゲル化することがあります。他の材料との混合や、刷毛、ローラー、エアレスなどの塗
装器具の共用は避けるとともに、同じ洗い水での塗装器具の洗浄は行わないでください。

材料は使用前に内容物が均一になるように十分に撹拌し、開栓後は速やかに一度に使い切ってください。また材料を保管する場合は、無
希釈の材料をしっかりと密栓してから直射日光を避けた冷暗所にて保管し、できるだけ早めに使い切ってください。

ベルアート、弾性ベルアート、ベルアートSiには、材料の特性上、多少の臭気があり、内装で使用する場合には、換気に十分配慮してくださ
い。換気ができない場所においては、内装専用のベルアートINを推奨します。

性能に支障をきたす可能性がありますので、当社指定以外の材料を混ぜないでください。

防かび・防藻性は繁殖の抑制の効果を示すものです。施工部位の構造や形状、環境条件などにより、防かび・防藻性が十分に発揮されない
場合があります。
かびや藻が付着している場合は、「SKKカビ除去剤#5（塩素系）」にて拭き取るなど、適切な下地処理をしてから塗装してください。

補修塗りが必要な場合がありますので、補修用に使用塗料の控えを必ずとっておき、同一ロット、同一塗装方法で補修塗装をしてください。





※屋内作業等、使用環境によっては、特定化学物質障害予防規則、有機溶剤中毒予防規則等の規制を
　受ける場合があります。詳しくは別途、施工仕様書等をご確認ください。

本製品には揮発性の化学物質が含まれております。塗装直後の引渡し等において、化学物質過敏症やアレルギー
体質の方への安全対策に十分留意してください。

※屋内作業等、使用環境によっては、特定化学物質障害予防規則、有機溶剤中毒予防規則等の規制を
　受ける場合があります。詳しくは別途、施工仕様書等をご確認ください。

硬化剤は、特に下記の点にご注意ください。



※屋内作業等、使用環境によっては、特定化学物質障害予防規則、有機溶剤中毒予防規則等の規制を
　受ける場合があります。詳しくは別途、施工仕様書等をご確認ください。

希釈用溶剤は、特に下記の点にご注意ください。



［製作年月:2016年8月］（160810.KO－1）このパンフレットに記載の商品は、予告なしに仕様や取り扱いを変更することがあります。また、このパンフレットに記載の内容について、無断転載・複製を禁じます。
特記仕様がある場合は、これを最優先にして下さい。詳しくはもよりの各営業所へお問い合わせ下さい。

旭川営業所  0166ｰ51ｰ8094
仙台住宅開発営業所  022-259-2431
青森営業所  017ｰ762ｰ3855
盛岡営業所  019ｰ654ｰ8380
郡山営業所  024ｰ962ｰ7673
新潟営業所  025ｰ285ｰ6551
群馬営業所  027ｰ280ｰ5350
長野営業所  026ｰ239ｰ6210
松本営業所  0263ｰ24ｰ2677
水戸営業所  029ｰ251ｰ6515

宇都宮営業所  028ｰ633ｰ9721
東京（第一・第二）営業所 03ｰ3204ｰ6601
東京住宅開発営業所  03ｰ3204ｰ6602
千葉営業所 043ｰ304ｰ0411
千葉住宅開発営業所  043ｰ304ｰ0413
埼玉営業所  048ｰ686ｰ2391
埼玉住宅開発営業所  048ｰ686ｰ1586
城東営業所  03ｰ3877ｰ7770
三多摩営業所  042ｰ564ｰ5806
横浜営業所  045ｰ820ｰ2400

横浜住宅開発営業所  045ｰ820ｰ5525
厚木営業所  046ｰ294ｰ3666
静岡営業所  054ｰ284ｰ1877
浜松営業所 053ｰ462ｰ7021
三河営業所  0564ｰ28ｰ1614
北陸営業所  076ｰ266ｰ1041
名古屋営業所  052ｰ561ｰ7712
名古屋住宅開発営業所  052ｰ561ｰ7712
岐阜営業所  058ｰ273ｰ1981
三重営業所  059ｰ236ｰ5101

大阪営業所  072ｰ621ｰ7722
大阪住宅開発営業所  072ｰ621ｰ7747
南大阪営業所  072ｰ253ｰ1910
神戸住宅開発営業所 078ｰ671ｰ0451
姫路出張所  079ｰ281ｰ5311
岡山営業所  086ｰ242ｰ5520
広島住宅開発営業所  082ｰ278ｰ4951
山口営業所  083ｰ924ｰ7575
高松営業所  087ｰ865ｰ5411
松山出張所  089ｰ968ｰ7240

北九州営業所  093ｰ621ｰ8505
福岡営業所  092ｰ622ｰ5561
福岡住宅開発営業所  092ｰ622ｰ5562
大分出張所  097ｰ523ｰ2861
長崎営業所  095ｰ887ｰ0871
熊本営業所  096ｰ344ｰ5650
鹿児島営業所  099ｰ284ｰ5321
宮崎出張所  0985ｰ61ｰ7779
沖縄営業所  098ｰ862ｰ5041

札 幌 支 店  011ｰ784ｰ4000
仙 台 支 店  022ｰ259ｰ2431
東 京 支 店  03ｰ3204ｰ6601

千 葉 支 店  043ｰ304ｰ0411
埼 玉 支 店  048ｰ686ｰ2391
横 浜 支 店  045ｰ820ｰ2400

名古屋支店  052ｰ561ｰ7712
京 都 支 店  075ｰ646ｰ3967
大 阪 支 店  072ｰ621ｰ7721

神 戸 支 店  078ｰ671ｰ0451
広 島 支 店  082ｰ278ｰ4951
福 岡 支 店  092ｰ629ｰ3427

本 　 　 社　大阪府茨木市中穂積3ー5ー25　      072ｰ621ｰ7733　  国際事業本部   072ｰ621ｰ7727
東 京 支 社　東京都新宿区高田馬場1ー31ー18　      03ｰ3204ｰ6601　  東京開発本部   03ｰ3204ｰ3007

大利根工場・埼玉工場・神奈川工場・名古屋工場・大阪工場・兵庫工場・九州工場


